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中学校社会科「身近な地域の歴史」学習の研究
─「落合」を素材として─
A Study on the Learning of “Local History” in Junior High School Social Studies



























































































































































































































































































































































































































































３ 写真を活用して、４ 身近な地域を歩く、５ （新宿）歴史博物館（以下、歴博）の利用がその
内容となっている。学習の仕方や表現の仕方を地域を素材として学ぶというものになってい
る。
「Ⅱ．私たちの新宿を歩く」は、１ 近くの道路を歩いて観察、２ 地名から考える、３ 坂道を
歩いて、４ 新宿の地域巡検、５ 新宿の地下を探る、６ 新宿にゆかりのある文豪がその内容と
なっている。実際に地域を歩いて巡検して地理的な視点から考えるというものである。
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